
WAS Liberty 最新情報セミナー 2015

このセッションでは、Libertyプロファイルについての基本、すなわち、Libertyプロファイルのインストールバイナ
リの入手から、導入、基本的な構成方法、開発環境の概要について説明します。

3. Libertyプロファイルの基本構成
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3. Libertyプロファイルの基本構成

まずは、Libertyプロファイルはどういう仕組みで動作しているのかを説明します。
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3. Libertyプロファイルの基本構成

ここでは、まず 個々のアプリケーション機能として提供される「フィーチャー」の利用を可能にしている基本的
アーキテクチャーついて確認します。

Libertyプロファイルは、OSGiのフレームワークを基盤として動作します。

Libertyカーネルが起動されると、OSGiのフレームワークが開始されます。 OSGiは、古いJavaの世界では
欠けていた動的なコンポーネントの追加や実行を可能にしているフレームワークであり、Eclipseなどでも利
用されています。

Libertyカーネルの中では「フィーチャー・マネジャー」と呼ばれるコンポーネントが稼動しており、server.xml
の内容を解析して、構成されているフィーチャーをロードします。ロードされる個々のフィーチャーはアプリケー
ション稼動に必要なプログラミング・モデルやサービスであり、OSGiのコンポーネントの単位であるOSGiバンド
ルとして管理されています。
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3. Libertyプロファイルの基本構成

Libertyカーネルの挙動について、もう少しだけ詳しく見てみます。

Libertyカーネルで稼動するOSGi 構成管理サービス（OSGi Config Admin Service)が
server.xmlを読込み、必要とされるフィーチャーの解析を行い、フィーチャー・マネジャーサービスに必要な
フィーチャーを伝えます。フィーチャー・マネジャーは伝えられたフィーチャーをOSGiのバンドルにマップし、その
フィーチャーのバンドルを動的にインストールします。

Libertyカーネル上では、ファイル・モニター・サービスも稼動しており、server.xmlの変更を監視しています
ので、server.xmlに変更が行われると、再びフィーチャーの解析が行われ、OSGiの構成管理コンポーネン
トによりフィーチャーが注入されます。

またOSGiの宣言型サービスを利用することにより、それぞれのサービスの依存性が明確化されています。こ
れにより、バンドルの全てを起動時にアクティブにするのではなく（Late）、依存性のあるサービスのみを必
要な時に有効化する（Lazy）ことで、軽量なランタイム環境を実現しています。

またLibertyカーネルにはロギング・サービスが統合されており、メッセージやデバイス情報の出力が行われま
す。
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3. Libertyプロファイルの基本構成

大まかにではありますが、Libertyプロファイルの仕組みを確認しました。

ここからは、Libertyプロファイルを実働環境に導入する際の手順、考慮点について確認します。
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導入時には、まず、何を導入するかを考えます。当然最初はランタイムを導入するわけですが、JRE/JDK
をどのように入手するかという点もあわせて考える必要があります。その他、Fixやフィｰﾁｬｰなども導入の対象
になります。

併せてそれらをどこから入手するのか検討します。導入対象によって入手先も変わってきますので、選択肢
はそれほど多くはありませんが、何をどこから入手するか把握・決定する必要があります。

そして、入手したものをどのようにして導入するのか、を検討します。導入対象が何か、によって導入方法も
絞られますのでこれも選択肢は多くありませんが、その後の運用にも影響を与える検討事項です。

ここでは、「何を」、「どこから」、「どうやって」、の観点で、どういう選択肢・方法があるのかの概要をご説明し
ます。

特に紫枠で囲ったものについては、IBM製品、Liberty固有の機能やサイトですので、まずはそれらの説明
をします。

また、WASのFixダウンロードページからもダウンロードできます。

8.5.5.6: WebSphere Application Server V8.5.5 Fix Pack 6 ： http://www-
01.ibm.com/support/docview.wss?uid=swg24040035

3. Libertyプロファイルの基本構成
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Liberty Repositoryは、Libertyプロファイル関連のアセットのリポジトリです。ここから、各種アセットをダウ
ンロードします。

ランタイム含め、さまざまな種類のアセットがあります。

ブラウザから直接サイトにアクセスし、任意のアセットをダウンロードすることも可能ですし、後述する管理コマ
ンドから接続してダウンロードすることも可能です。

3. Libertyプロファイルの基本構成
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Liberty Repositoryでは、GA（Generally Available：正式版）版と、beta版のダウンロード先が
それぞれ用意されていますので注意が必要です。

また、8.5.5.6から、Java8をバンドルしたzipアーカイブ形式のランタイムがダウンロードできるようになってい
ます。

これまで、JDK/JREはLibertyプロファイルとは別に用意しておかなければなりませんでしたので、手間が減
り便利になった印象です。

3. Libertyプロファイルの基本構成
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次に、Liberty Repositoryに変わるアセットのダウンロード先について説明します。

LARS（Liberty Asset Repository Service）は、Liberty Repository相当のものをオンプレミスの
環境に構築し、社内環境などから接続して利用します。Internet上にあるLiberty Repositoryに直接
接続できないような環境で重宝します。LARS自体がLibertyプロファイルのサーバーとして稼動し、LARS
のクライアントを使用してアセットの登録を行います。登録されたアセットが、LARSから利用可能になります。

もうひとつのLocal Repositoryは、後述のinstallUtilityを使用してローカルマシンのファイルシステムにダ
ウンロードしておいたアセットを保管しておき、後にインストールして使用可能とするローカル限定の
Repositoryです。

3. Libertyプロファイルの基本構成
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Fixは、IBM製品のFixを統合的に提供しているFix Centralというサイトからダウンロードします。

製品、バージョン、プラットフォーム、Fixの種類などを選択することで、該当のFixが一覧表示され、そのまま
ダウンロードすることができます。

3. Libertyプロファイルの基本構成
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installUtilityは、Libertyプロファイル環境にアセットを導入したり、アセットの情報を確認したり、前述の
Local Repositoryにダウンロードしたりするコマンドです。

${wlp.install.dir}/etc/repositories.properties に、Liberty Repository使用有無、LARSの
接続先、Local Repositoryの保存先を記述しておくことで、透過的に各リポジトリにアクセスできます。

3. Libertyプロファイルの基本構成
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featureManagerは、LiULiberty Repository上のFeatureをLibertyプロファイル環境にインストール
するためのコマンドです。

installUtilityが複数のリポジトリにアクセス可能であったのに対して、featureManagerはLiberty
Repositoryのみにアクセス可能です。また、扱えるものもfeatureのみです。

installUtilityには、インストール済みのフィーチャーのリストを出力する機能がありませんので補完的に使用
する事になります。

3. Libertyプロファイルの基本構成
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前頁まで、導入関連作業に必要な基本事項の紹介をしてきました。

ここからは実際に導入を行う際の手順、考慮点を紹介していきます。

大きな流れとしては、ランタイムの導入、Fixの適用、アセットの導入、という3つのステップになります。

導入作業としては、アセットの導入がLiberty固有ですが、流れとしてはこれまでのフル・プロファイルの導入
と大きく異なるところはありません。

3. Libertyプロファイルの基本構成
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まずはランタイムの導入です。

導入方法には、大きく2つの方法があります。

ひとつはIBM Installation Manager（IIM）を使用する方法です。Installation Managerは、IBM
ソフトウェアの汎用的なインストーラです。Fixの適用、ロールバックなど、IIMが提供する機能でFix適用、
履歴管理を行うことができます。

もうひとつは、圧縮Zip/Jarの展開による方法です。圧縮Zip/Jar展開用のインストールモジュールを入手
し、展開するだけですので、簡単に導入することができます。（ただし、zip解凍用コマンド、jar解凍用の
JDKが必要です）より柔軟な管理を行いたい場合などはこちらの方法で対応すると良いでしょう。

いずれの場合でもIIMで導入した場合は、Fix適用もIIMを、Zip/Jar展開導入の場合はFix適用も
Zip/Jar展開で行うことになり、導入方法によってその後のメンテナンスにも影響がでてきますので、これらも
加味してどのように導入するか検討を行う必要があります。

3. Libertyプロファイルの基本構成
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Libertyランタイム導入時にもう一点考慮しないといけないのが、JDK/JREの導入について、です。

IIMで導入する場合には、IIM導入用のリポジトリパッケージとして提供されているLiberty稼動用のIBM
JDKを入手することができます。

圧縮Zip形式での導入の場合は、Java SDK 8付属のZip形式ファイルがダウンロードできますので同時に
導入可能です。

以下、対象ファイルダウンロードのポータルです。

8.5.5.6: WebSphere Application Server V8.5.5 Fix Pack 6

http://www-01.ibm.com/support/docview.wss?uid=swg24040035

また、Mac Osでの稼動など、IBM Java以外のJDKを必要とする場合は、各自でJDKを用意し導入する
必要があります。

但し、製品のテスト等はIBM JDKで行われており、障害発生時などの解析はIBM JDKのほうがスムース
に進捗することもあり、IBM JDKの利用を推奨しています。

3. Libertyプロファイルの基本構成
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上記は、Installation Managerでの導入とZip/jar解凍での導入の差異をまとめたものです。

3. Libertyプロファイルの基本構成
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ランタイムの導入後は、最新のFixを適用します。

FixPackの適用は、導入時に採った方法と同じ方法で行います。

IIMでの適用の場合、導入環境にそのままFixが適用されますが、Zip/jarの場合は、新規ランタイムとして
FixPackが提供されますので、これを解凍して新規に導入することになります。

その後必要なユーザーデータ、サーバー設定を移動・コピーすることになります。

3. Libertyプロファイルの基本構成
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稼働環境の準備が整ったら、必要なフィーチャーを導入します。

フィーチャーの導入方法は複数あります。

導入の為のコマンドとしては、featureManagerコマンド、installUtilityコマンドがあります。これらは先に
説明したとおりですが、特にinstallUtilityコマンドで導入する場合は、要件・環境に応じてあらかじめ必要
なリポジトリを構成して利用可能な状態にしておきます。

3. Libertyプロファイルの基本構成
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上記は、導入可能なアセットの一覧と、それらの導入にどんな導入方法が選択可能か？の組み合わせを
示した表です。

WDTであればTools以外のアセットを網羅的に利用できます。

WDTは開発を行う他、サーバーの構成なども統合的に行えますので、あらかじめWDTにて必要なサー
バー構成を作成した後に、パッケージコマンドを利用してランタイム込みのパッケージを作成し、このパッケー
ジで導入まで行う、という方法がLibertyを利用した新しいインフラ構築の方法として考えられると思います。
従来のインフラ構築とは大分趣きが異なります。

3. Libertyプロファイルの基本構成
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ここまでのまとめです。

3. Libertyプロファイルの基本構成
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3. Libertyプロファイルの基本構成

Libertyプロファイルの導入に続いて、ここからは構成方法について説明していきます。
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Libertyプロファイルの導入ディレクトリは、上記のようなディレクトリ構成になっています。

大きくは、usr以下に、個別のサーバー設定やアプリケーションが配置されます。

usr下のserver以下には、作成したサーバーの構成情報が格納されます。

usr下のshared以下には、サーバー内/サーバー間で共有されるアプリケーションやライブラリを配置します。

Liberty プロファイル: ディレクトリーのロケーションおよびプロパティー

http://www-
01.ibm.com/support/knowledgecenter/SSAW57_8.5.5/com.ibm.websphere.wlp.nd.
doc/ae/rwlp_dirs.html

3. Libertyプロファイルの基本構成
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また、各ディレクトリは、変数として置き換えて指定することも可能です。

3. Libertyプロファイルの基本構成
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3. Libertyプロファイルの基本構成

それでは、Libertyプロファイルを構成する構成ファイルについてみていきましょう。

まず唯一必須となる構成ファイルが server.xmlです。シンプルな構成であればこのserver.xmlのみで構
成が完了します。サーバー構成ディレクトリ直下に作成されます。

さらにその他として、追加で作成・利用可能なファイルが３つあります。1つ目が、サーバーの初期化時に読
み込まれるbootstrap.propertiesがあります。構成ファイル内で使用する変数であったり、トレース・ファイ
ル定義だったりを指定することが可能です。サーバー・プロセスが読み込む環境変数を定義する
server.envファイルや、JVM起動時オプションを設定することができる jvm.optionsファイルがあります。
ヒープサイズの設定やverbose:gcの設定はここで実施します。これらのファイルはサーバー起動時に読み
込まれるため動的変更は行われません。V8.5まではこれらのオプショナル・ファイルは手で作成する必要が
ありましたが、V8.5.5からはWebSphere Developer Toolで作成することが可能です。

さらに詳細な内容については以下のKnowledge Centerを参照ください。

Specifying Liberty profile bootstrap properties

http://www-
01.ibm.com/support/knowledgecenter/SSAW57_8.5.5/com.ibm.websphere.wlp.nd.
doc/ae/twlp_inst_bootstrap.html

Customizing the Liberty profile environment

http://www-
01.ibm.com/support/knowledgecenter/SSAW57_8.5.5/com.ibm.websphere.wlp.nd.
doc/ae/twlp_admin_customvars.html
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3. Libertyプロファイルの基本構成

server.xmlについて、より詳しく見ていきます。

右にあるXMLファイルが、デフォルトで作成される server.xmlファイルです。この構成ファイルでJSPと
Servlet稼動するWebコンテナーについて定義が完了しています。従来のWASの構成ファイルをご存知の
方はそのシンプルさに驚くことと思います。

簡単にXMLの要素を見ていきます。<server>エレメントの下に<featureMaanger>エレメントがありこ
の中でJSPが有効化されています。さらに<httpEndpoint>エレメントがありWebコンテナーがListenする
ホスト名とポートが指定されています。

それ以外は全てシステムのデフォルト値が暗黙的に定義されています。デフォルトを変更する場合のみ明示
的にserver.xmlに記載します。記載がない場合は、デフォルト値が有効になるため、構成ファイルをシンプ
ルに保つことができています。
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3. Libertyプロファイルの基本構成

<featureManager>の下には、<feature>エレメントを追加して構成していきます。

各<feature>には依存関係が定義されていて、前提となるフィーチャーは暗黙的に有効にされます。たと
えば、jsp-2.2に関してはservlet-3.0が前提となっているため、jsp-2.2を有効化すると、暗黙的に
servlet-3.0が有効化されます。

server.xmlでは、明示的に有効化したフィーチャーしか記述されませんが、WebSphere Developer 
Toolsのフィーチャー構成画面（後述）では、暗黙的に有効とされているフィーチャーに関しても表示する
ことが可能です。

フィーチャーの一覧と利用可能なエディションの対応については、以下を参照ください。

Liberty features

http://www-
01.ibm.com/support/knowledgecenter/SSAW57_8.5.5/com.ibm.websphere.wlp.nd.
doc/ae/rwlp_feat.html
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3. Libertyプロファイルの基本構成

次に<httpEndpoint>です。サーバーのWebコンテナーがListenするポートを指定します。

デフォルトではホスト名とポートだけですが、その他の詳細な設定は、子エレメントで指定していきます。

たとえば、Webコンテナーのアクセスログのフォーマットやサイズなどは、<accessLogging>エレメントで指
定していきます。他にもHTTPやTCPのタイムアウトなども子エレメントの中で指定していきます。
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3. Libertyプロファイルの基本構成

さらにserver.xmlは、構成ファイルの一部を別XMLファイルに外出しにすることが可能です。

たとえば、データ・ソースへのアクセスするための定義など、サーバー・インスタンスごとに変わらない共通する定
義は、別のXMLファイルとして外出しし、<include>エレメントでserver.xmlに取り込むことが可能です。
このように共通する構成ファイルをコンポーネント化することで管理の容易化を実現できます。またチーム開
発などの場合も、サーバー・インスタンスに依存しない共通構成ファイルを配ることで、簡単に構成の共通化
を実現することが可能です。

その他、bootstrap.propertiesで定義した変数を構成ファイルに利用することができます。従来の
WebSphereではタイムアウトを指定する場合は単位を確認する必要がありましたが、Libertyではタイム
アウト関連パラメータは、hやm、sなど単位を指定します。たとえば3分は3mと定義することができますし
180sと定義することもできます。

Using include elements in configuration files

https://www-
01.ibm.com/support/knowledgecenter/was_beta_liberty/com.ibm.websphere.wlp.n
d.multiplatform.doc/ae/twlp_setup_includes.html?lang=en

Using variables in configuration files

https://www-
01.ibm.com/support/knowledgecenter/was_beta_liberty/com.ibm.websphere.wlp.n
d.multiplatform.doc/ae/twlp_setup_vars.html?lang=en

Using Ref tags in configuration files

https://www-
01.ibm.com/support/knowledgecenter/was_beta_liberty/com.ibm.websphere.wlp.n
d.multiplatform.doc/ae/twlp_setup_reftags.html?lang=en
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また、server.xmlの変更はモニターされて自動で再ロードされますが、なんとserver.xmlの内容はそのま
まに、変更したい部分のみを切り出して構成ファイルを作成し、特定のディレクトリに配置することで、一部
分のみを動的に上書きする、という事も可能です。

この特定のディレクトリ、というのは、defaultsと、overridesの2種類用意されており、どちらにファイルを配
置するかで効き方が変わってきます。

overridesに配置した場合は、単純にserver.xmlの内容を上書きします。

defaultsに配置した場合は、server.xmlに記述されていない設定のデフォルト値を変更することになりま
す。

server.xmlに設定されていない設定項目は、暗黙的にデフォルト値で動作することになりますが、これらの
優先順位は以下のようになります。

overrides > server.xml > defaults > 暗黙的デフォルト値

3. Libertyプロファイルの基本構成
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また、Libertyサーバーとクライアント間の通信を、HTTPSにしたい、という場合は上記の手順をとる事で簡
単に構成することが可能です。

ただし、詳細なSSLオプションを設定する必要がある場合は、以下を参照してください。

ここでひとつ大事なポイントがあります。デフォルトで作成した証明書は、有効期限は365日、1年になって
います。きちんと認識して運用するか、長めに設定しておくか・・・留意してください。最も、本番運用時には
自己署名証明書ではなく厳密な管理を行うことと思います。

Liberty プロファイル: SSL 構成の属性

http://www-
01.ibm.com/support/knowledgecenter/SSAW57_8.5.5/com.ibm.websphere.wlp.nd.
doc/ae/rwlp_ssl.html

3. Libertyプロファイルの基本構成
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さらに、Libertyではオリジナルのフィーチャーも作成し、組み込むことが可能です。

3. Libertyプロファイルの基本構成
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便利情報が続きますが、server.xmlの設定の再に、設定サンプル/テンプレートをダウンロードして参照す
ることができます。

configUtilityというコマンドを利用して、installすると、サンップルが出力されますので、これをベースにして、
<!-- TODO: -->で示された部分を編集することで設定を行うことができる便利コマンドです。

Liberty profile: configUtility command

http://www-
01.ibm.com/support/knowledgecenter/SSAW57_8.5.5/com.ibm.websphere.wlp.nd.
doc/ae/rwlp_command_configutil.html

3. Libertyプロファイルの基本構成
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Libertyプロファイルはいろいろな便利ツールが用意されていますが、さらにはserver.xmlファイルのスキーマ
ファイルまで出力するコマンドが用意されています。

Liberty プロファイル: コマンド・プロンプトから Liberty プロファイル構成スキーマを生成

http://www-
01.ibm.com/support/knowledgecenter/SSAW57_8.5.5/com.ibm.websphere.wlp.nd.
doc/ae/rwlp_command_configutil.html

3. Libertyプロファイルの基本構成
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まだまだ続きます。

DBアクセスを行うフィーチャーを利用している場合には、アクセス先DBのDDLを生成するというユーティリ
ティーまで用意されています。

3. Libertyプロファイルの基本構成
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3. Libertyプロファイルの基本構成

設定が終わったら、いよいよLibertyサーバーを起動し、アプリケーションを導入して動かして見ます。
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3. Libertyプロファイルの基本構成

Libertyプロファイルを利用する際にもっとも基本的なコマンド群です。従来のフル・プロファイルの
WebSphereではstartServer, stopServerなどコマンドが分かれていましたが、Libertyではserverコ
マンドに様々なコマンドが集約されています。

サーバー・インスタンスの作成は server create <serverName> のように、非常に簡単に作成すること
が可能です。

server startで起動するとサーバーはバック･グラウンドで起動、server runで起動するとサーバーはフォ
ア・グラウンドで起動します。

server packageコマンドを利用することでLiberty環境をランタイム含めてパッケージすることができます。
package機能の詳細については次のセッションで説明があります。

これまでフル・プロファイルではcollector.sh などで実施していた問題判別資料の収集も、製品の基本コマ
ンドに統合されています。
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3. Libertyプロファイルの基本構成

Libertyでのアプリケーションの導入方法には２つあります。

１つ目は、server.xmlに<application>エレメントを記載していく方法です。もう１つは、ドロップイン・
ディレクトリに配置することで、アプリケーションの導入を行う方法です。

配置の方法ですが、圧縮ファイルのまま各ディレクトリに配置することもできますし、ファイルを展開して配置
することも可能です。
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3. Libertyプロファイルの基本構成

まず、<application>エレメントを指定して導入する方法です。

アプリケーションに関して、セキュリティ属性やクラスローダーや共有ライブラリの設定などが必要な場合に利
用します。また頻繁な更新が発生しない本番環境ではこちらで明示的に構成を行ってアプリケーションを導
入していきます。

アプリケーションのロケーションを指定する際に、相対パスで指定した場合、サーバー構成ディレクトリ下のア
プリケーション・ディレクトリや共有アプリケーション・ディレクトリから検索されます。
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3. Libertyプロファイルの基本構成

次にドロップイン・ディレクトリで指定する方法です。さきほど見たようなセキュリティーなど詳細な設定が不要
な場合は、こちらを利用できます。特に開発段階などで頻繁なアプリケーションの更新が発生する場合には、
こちらの導入方法が適しています。

サーバーの構成の中で、アプリケーション・マネージャーというコンポーネントを有効にし、アプリケーションをド
ロップインするディレクトリを指定します。

ディレクトリから削除することでアプリケーションはアンインストールされます。
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3. Libertyプロファイルの基本構成

アプリケーションが参照するライブラリの管理についてご説明します。

まず共有ライブラリです。明示的にライブラリとして構成し、それを共有ライブラリとしてクラスローダーの管理
画面から関連付けます。

もう一つの定義方法が、グローバル・ライブラリです。これは全てのアプリケーションから使用可能となるライブ
ラリであり、スコープにより２つの配置場所があります。稼動する全サーバー上のアプリで共有する場合は、
共有構成ディレクトリ下の ${shared.config.dir}/lib/global に配置します。サーバー・インスタンス内
で稼動するアプリケーション内で共有する場合には ${server.config.dir}/lib/global に配置します。
このディレクトリに配置されたライブラリは、アプリケーション内に明示的にクラスローダー定義がないアプリケー
ションに関しては自動的に参照されます。また明示的なクラスローダー定義が存在する場合も、明示的に
関連付けを行っている場合はライブラリを参照します。

なお暗黙的に参照はされますが、クラスローダーの分離を依存性の明確化のために、明示的にクラスロー
ダー定義を構成して頂くことがBest Practiceとされています。
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3. Libertyプロファイルの基本構成
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3. Libertyプロファイルの基本構成

開発作業は、WebSphere Developer Tools を利用して行います。

WebSphere Developer Toolsは、無償で提供されるWebSphere開発者向けの軽量Eclipseプラ
グインです。

WebSphere向けて、Java EEの開発やアセンブルをヘルプする機能が提供されます。さらに今回の
Libertyプロファイルのサーバー構成をサポートする機能が豊富に含まれています。

WDT導入方法としては、Eclipseのヘルプ→ Eclipseマーケット・プレースで WebSphereと検索して頂
ければ見つけることが可能です。

またWASDevのサイトを利用した、より簡単な導入方法がありますので、そちらを紹介します。
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3. Libertyプロファイルの基本構成

まずWASdevサイトにアクセスしてください。こちらのダウンロード・ページに WebSphere Application 
Server Developer Tools for Eclipseというリンクがありますので、こちらでご自身のEclipseのバージョ
ンにあるリンクを開きます。開いた画面において、ブラウザーから「Install」のアイコンを、ご利用中のEclipse
のツールバーにDrag&Dropしてください。自動で WebSphere Developer Toolsの導入ウィザードが
開始されますので、ウィザードに従い導入を完了させます。
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3. Libertyプロファイルの基本構成

サーバー・ペインで「新規」> 「サーバー」を選択します。サーバーのタイプを選択する画面で WebSphere 
Application Server  V8.5.5 Liberty Profileを選択し、「次へ」をクリックします。

次にLibertyのインストール・イメージを選択する画面になりますので、まだ未導入であれば「download 
or install」のクリックを選択します。
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3. Libertyプロファイルの基本構成

事前にインストール・イメージがある場合はそのパスを、まだイメージがない場合には「Download and 
Install」を選んで、Liberty Profileを選択します。「次へ」を押すと、追加コンポーネントを選択する画面
が出ます。サンプル・アプリケーションなど必要に応じて追加コンポーネントを選択して「次へ」を押します。あと
はライセンスに同意して導入します。
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3. Libertyプロファイルの基本構成

導入が完了したら作成するサーバー名が確認されますので、指定して構成します。デフォルトでは
defaultServerという名前でサーバーが作成されます。
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3. Libertyプロファイルの基本構成

Libertyプロファイルサーバーは、パッケージング機能によって、ランタイム環境まで含めたアーカイブを作成す
ることができるようになっています。

この機能を活用すると、新しいインフラ運用のカタチが見えてきます。

開発環境においてWDTなどを利用して効率よくサーバー環境まで作成しておき、それをそのままパッケージ
ングして、パッケージしたアーカイブファイルをテスト環境、本番環境などの実働環境にコピーする、というイン
フラ構築・運用です。

これをビルドやデプロイ・ツールと組み合わせて自動化するというのがImmutable Infrastructureや、
Infrastructure as code などの新しいインフラ管理・構築につながっていく訳ですが、その際一点注意が
必要が点があります。

開発環境のライセンスで使用していたランタイムをそのままパッケージングして、実働環境で解凍・デプロイし
て使用すると、開発環境のライセンスのまま稼動してしまうという点です。
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3. Libertyプロファイルの基本構成

この場合、開発環境ライセンスを、実働環境ライセンスで置き換えます。

メディアやPAオンラインなどで入手した正式版製品には、置き換えるためのライセンスファイルが付属していま
すので、これを実行することでライセンス・ファイルの適用が行われます。

現在どのライセンスで動いているか、は、起動時のログメッセージや、producInfoコマンドで確認可能です。

必要に応じて、ビルド、デプロイのプロセスの中にこれらの処理を組み込んでください。

WAS Liberty 最新情報セミナー 2015 50



3. Libertyプロファイルの基本構成
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